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はじめに

メタル・オン・メタル人工股関節置

換術(THA)はポリエチレン摩耗に起

因する問題が回避できるが、金属濃

度の上昇や金属過敏症等の問題があ

る 1・4)。今回は術後の安定性、可動域

拡大が期待される大径骨頭を使用で

きる Cormet (Corin)を用いたメタル

・オン・メタル THA後早期の血中

金属濃度を測定し、金属濃度上昇の

危険因子を検討した。

対象と方法

平成 20年 5月以降に、ソケットは

Cormetでステムは CTiII (Corin)を

用いたメタル・オン・メタル THA

を施行し、反対側に THAを受けた

例や人工膝関節置換術等の他の人工

関節を受けた例を除外し、術後 3カ

月以上経過した 57例を対象とした。

CTiIIは近位部にポーラスコーティ

ングを有したチタン合金製ステムで

metal -on -metal total 

Akihiro 

ある。コバルト (Co)クロム(Cr)合金

製の骨頭とソケットはハイカーボン

(0.35%) で、鋳造である。クリア

ランスは lOOμmである。

性別は男性 7例、女性50例で、年齢

は平均 64歳(40-84歳）、 BMIは平均

24kg/m2であった。骨頭径は 40mm

から 52mmで、平均44mmであり、

ソケット外転角度は平均 42度(27-55

度）、前方開角は平均 14度 (1-28度）

であった。

臨床評価はJOAスコアを用い、術前、

術後 3カ月、 1年に調査した。 Co、Cr

の血中金属濃度を術前と術後 3カ月、

1年に測定した。 Coは誘導結合プラ

ズマ質量分析法で Crは原子吸光法を

用いた。測定限界は0.2μg/lであった。

これら金属濃度の上昇する因子につ

いて、性別、年齢、 BMI、骨頭径、

ソケット設置角度、 JOAスコアにつ

いて検討した。

統計解析は Wilcoxonの符号付順位
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検定、 Mann-Whitneyの U検定、

Kruskal-W allisの検定、 Spearman

の順位相関を用い、 p<0.05のとき有

意差ありとした。

結果

JOAスコアは術前平均 43点、術後 3

カ月で平均 80点、術後 1年で平均 84

点と有意に改善した(p<0.01)。術後

の脱臼例はなかった。

Co濃度の中央値は術前 0.3μg/1から

3カ月で 1.5μg/1、1年で 2.0μg/1と

有意に上昇した(p<0.01)。Cr濃度の

中央値は術前 0.2 μg/1から 3カ月で

1.4μg/1、1年で 2.1μg/1と有意に上

昇した(p<0.01)。

術後 3カ月の Co濃度上昇の危険因

子は男性と JOAスコア高値で、 Cr

濃度上昇の危険因子は JOAスコア高

値であった。 JOAスコアの項目では、

Coは可動域と AOLに有意差があり、

Cr濃度は可動域、歩行、 AOLに有

意差があった。

術後 1年での Co濃度上昇の危険因

子は男性であり、 Cr濃度上昇の危険

因子も男性であった。金属濃度は年

齢、 BMI、骨頭径、ソケット設置角

度との相関はみられなかった。

考察

メタル・オン・メタル THA後の血

中金属濃度は、 Metasul(Zimmer)、

Ultamet (DePuy/J &J)での報告では

術後 3カ月から 2年で、 Co濃度は

0. 7-2.3μg/1、Cr濃度は 0.3-1.7μg/lで

ある。当科の Ultametを用いた結果

は Co濃度は 3カ月で 0.7μg/l、1年

で l.lμg/1であり、 Cr濃度は 3カ月

で 0.6μg/l、1年で 0.8μg/lであった

（表 1) 1,2,4-6)。Ultametの CoCr合金

は Cormetと同じくハイカーボン

(0.35%) であるが、鋳造ではなく

鍛造である。クリアランスは

80・120μmである。骨頭径は 36mm

であった。

表1Metal-on-metal THA後の血中金属イオン濃度

著者（年） 機種 術後 Co (μg/1) Cr (μg/1) 

Witzleb et al (2006)2) Metasul 3カ月 2.2 0.8 

Savarino et al (2002)1) Metasul 2年 1.3 1.7 

Antoniou et al (2008)5) Ultamet 6カ月 1.8 0.3 

1年 2.3 0.4 

Isaac et al (2009)6) Ultamet 1年 0.8 0.7 

lmanishi et al (2010)4> Ultamet 3カ月 0.7 0.6 

1年 1.1 0.8 

今回の検討 Cormet 3カ月 1.5 1.4 

1年 1.8 2 
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大径骨頭の Cormetを用いたメタル

・オン・メタル THA後の血中 Co、

Cr濃度は術後 1年まで有意に増加し

た。現在術後 1年以降の変化を検討

中である。今回の検討において、男

性と JOAスコア高値例で金属イオン

濃度が上昇しており、活動性に影響

されることが示唆された。金属イオ

ン濃度はインプラントの特性以外に

も患者要因や手術手技にも影響され

る。

メタル・オン・メタル THAの問題

点として、 pseudotumorと aseptic

lymphocyte-dominated vascular 

associated lesion (ALVAL)発生があ

る 3)。これらの原因は明らかでない

が、金属過敏症や血中の金属イオン

上昇の影響も考えられている。

まとめ

1) 大径骨頭を用いたメタル・オン・

メタル THA57関節の術前、術後

カ月、術後 1年の血中 Co、Cr濃度

3
 

を測定した。

2) 血中 Co、Cr濃度は術後 1年まで

有意に増加した。

3) 男性と JOAスコア高値例で金属

イオン濃度が上昇していた。
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